
　　　　

R7 年 1 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

【春】お花見、サイパル　【夏】夏祭り、動物園　【秋】ハロウィン、カムイの杜　【冬】クリスマス、お正月
・毎週土曜日はクッキングやお出かけを行っています。

（別添資料１）

家族支援

・利用後にその日の様子を保護者の皆様へフィードバックしています。
・相談しやすい環境づくりを心がけ、必要に応じて助言を行っています。
・各関係機関と連携を図りながら、効果的な支援体制を整えています。

移行支援

・必要に応じて、園や学校との連携を行い支援内容を共有し、一貫性の
ある支援体制を構築します。

地域支援・地域連携

・各関係機関と密接に連携し、情報共有や協力体制を強化します。
・地域のイベントへ参加し地域とのつながりを深めます。 職員の質の向上

・定期的に研修を行い、職員の専門性向上を図ります。
・職員のスキルアップのため、資格取得を積極的にサポートします。

支　援　内　容

・来所後は手洗いや持ち物の整理整頓、ノートの提出を行い、宿題などの最低限の学習時間を設けています。
・日々のタイムテーブルをスケジュールボードに掲示し、誰もがスケジュールを把握しやすいように見える化を図っています。
・クッキングや野菜作りなどを通じて食育にも積極的に取り組んでいます。

・音楽活動ではピアノの音に合わせたリトミックや簡単な楽器の演奏を行い、定期的かつ継続的に取り組むことで段階的な上達を実感できるようにしています。
・サーキットや運動遊びなどを日々の活動に組み込み定期的に実施しています。
・粘土遊びやスライムを使った感触遊び、手先の器用さを育む工作など、五感を使った感覚遊びをしています。
・畑での野菜作りを通して土いじりの感覚や感触を育みます。

本
人
支
援

・子どもたちの認知力や行動力を把握し、一人ひとりに合わせた支援内容を計画しています。
・イラストや写真を使い子どもたちがコミュニケーションを取りやすいようにしています。
・活動や遊びを通して、物の形、色、数の感覚を身に着けるための支援を行います。

・ゲーム形式のコミュニケーションツールを用いた活動を通して、対人関係の獲得をサポートしています。
・活動や遊びの中で語彙力や表現力の向上を目指し支援しています。
・生活で起こり得る状況を想定した寸劇を取り入れたロールプレイングにより、ソーシャルスキルトレーニング（SST）を実施しています。

・公共の場所へ出かける活動を通して社会で必要なルールやマナーを学べる機会を提供しています。
・複数人で取り組むレクリエーションを通して、ゲームのルールや他の人との関わり方を学びながら、協調性を育てる支援を行っています。

支援方針

・将来の自立生活を見据え、「衣・食・住」に興味をもって楽しく取り組めるような環境を整えます。
・目的を明確にしたレクリエーションを通して、子どもたちが「好き」や「楽しい」を見つけ、「できた」という達成感へとつなげていきます。
・一人ひとりの内発的な意欲を尊重し、必要に応じた適切な支援を行っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 私たちに関わる全ての人を幸せにする

事業所名 ハレ・ハレのもり・ハレノヒ 作成日支援プログラム


